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『西周全集』第2巻，495－496頁
????????????????
lV　本稿の意義と課題
以上，西周の「文武学校基本井規則書」の教
育課程における「学校教練」構想を，「徳川家兵
学校捉書」「徳川家兵学校小学校掟書」「徳川家
沼津学校追加掟書」に見られる「学校教練」構
想と比較しながら検討してきた。その結果，ま
ず指摘したいのは，西が「文武学校基本井規則
書」において，小学の段階から「小銃用法」や
「小隊運動」といった軍事的色彩の強い「体操」
を「練兵の基礎」として導入することを構想し
ていたことである。「小銃用法」や「小隊運動」
は「徳川家兵学校小学校捉書」には見られず，
むしろ，「徳川家兵学校掟書」における「試銃砲」
や「操練」に近いものである。「徳川家兵学校小
学校掟書」は西の起草によるものではないとす
る説を裏づけるものだといえよう。
そして，次に「徳川家兵学校投書」及び「徳
川家沼津学校追加掟書」では一律「試銃砲」「操
練」とされていたものが，「文武学校基本井規則
書」においては，「体操」「調練」「操練」「練兵」
と用語の使い分けが行われてより赦密な構想に
なっていることを指摘したい。
西の教育体系構想の基本は小学・国学・大学
という三段階の体系である。まず初等教育段階
では「国民皆兵」の観点から全員に「練兵」の基礎として「体操」を謀する。「体操」という名目で
はあるが，「小銃用法」「小隊運動」をも含む点で軍事的色彩の濃いものであった。そして，中等教育
段階では，将来の進路に従い，大きく3つの専攻に分かれるのである。つまり，将来の将校となる
「武学」専攻生に対しては，軍事訓練の基礎として「調練」を施し，応用として「操練」を課す。そ
して，普通学を修める文学専攻の場合，今でいうところの「文科系」にあたる「政律」「史道」の2
科の学生に対しては将来兵士となるべく，「練兵」課目を課すのであるが，「医科」と現在の「理科系」
にあたる「利用」の2科の学生は「練兵」を免除されたのである。
このように中等教育以降も視野に入れてかなり赦密に学校教練を構想しているところに「文武学校
基本井規則書」の大きな特徴があると言える。ちなみに，「文武学校基本井規則書」の3年後の1873
西周「文武学校基本井規則書」における「学校教練」構想（奥野）　　　　　　　57
（明治6）年に起草され，明治初期における「学校教練」構想の代表例として先行研究で引用される
ことの多い山田顕義建白書において山田は「文部所轄ノ諸小学校学則二増加スルこ，陸軍所要ノ技
術・体術・演陣ノ如キ者ヲ以テシ，童子年齢十歳ヨリ十六歳迄ノ者ヲシテ毎日一時間又ハ三十分時間
之ヲ教練シ，毎日曜日二於テー村落又バー郡二招集合併シ，之二付スルニ其地在住ノ陸軍下等士官ヲ
以テシ障法ヲ演ゼシムベシ（23）」という構想を展開しているが，小学校学則に加えるのは「陸軍所要
ノ技術・体術・演陣ノ如キ」ものと大まかであるし，「童子年齢十歳ヨリ十六歳迄ノ者ヲシテ毎日一
時間又ハ三十分時間之ヲ教練」と一律に訓練を課す構想になっている。西ほど緻密な構想ではないの
である。
西の構想は同時代の他の学校教練構想の中でどのように位置づくのか。また，その後西の学校教練
構想は変化したのかどうか。今回未解明に終わった課題は多い。今後の課題としたい。
注（1）島根県立大学西周研究会『西周と日本の近代』ペリカン社，2005年，2頁。
（2）大久保利謙「解説」『西周全集』第2巻，宗高書房，1962年，753頁。
（3）「徳川家兵学校掟書」第4條（『西周全集』第2巻，447頁）。
（4）『西周全集』第2巻，454－456頁。
（5）同前書，754頁。
（6）同前書，471頁。
（7）同前書，472－473頁。
（8）同前書，473－476頁。
（9）同前書，462頁。
㈹　能勢修一『新体育学講座第37巻　明治体育史の研究』造造書院，1965年，2－4頁。
（団　同前書，12頁。
個『西周全集』第2巻，486頁。
個　同前書，487頁。
仕㊨　同前書，491頁。
個　同上。
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囲　塩入隆「兵式体操の起源と発達」『軍事史学』第1号，1965年5月。
㈹　前掲，『西周全集』，494頁。
（19）同前書，498頁。
榊　同前書，506－507頁。
餌　同前書，497頁。
細　岡前書，498－502頁。
幽『日本近代思想大系4　軍隊　兵士』岩波書店，1989年，108頁。
